
愛情をもって生き物と関わる生活科学習

思いをもって生き物と関わり続ける飼育活動を通して
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Ⅱ　研究の方法

名古屋市立榎小学校教諭　　原　　　　　典　　弘

I　研究のねらい

　　低学年の子どもたちは，自分本位の見方・考え方で動植物と関わっている。年度当初，生活科で野菜苗

　を植える活動においても，そのような光景をいくつか目にした。子どもたちは，自分で育てると決めた野

　菜苗を楽しそうに植えていた。その時，ある子どもが水やりをしながら「ミニトマト，大きくなってね」

　と声をかけた後，「大きくならないと，引っこ抜くぞ」という言葉もかけていた。また，野菜苗を植え終

　わった数人の子どもたちが，虫をつぶして遊んでいる姿も見かけた。

　　子どもたちの自然環境や社会環境が変化し，日常生活の中で動植物と関わる機会が乏しくなってきてい

　る状況であるからこそ，私は生活科において自然や生命と直接関わる活動を大切にしたい。特に，飼育活

　動では，生き物の世話を続けながら成長を見守ることで，生命と直接関わり続けることができるので，重

　視したい。

　飼育活動について学習指導要領では，「飼育・栽培活動では，繰り返し動植物と関わる息の長い活動を

設定することが大切である。継続的な活動をすることによって,親しみの気持ちが生まれ,責任感が育ち，

生命の尊さも感じることができる。また，自分本位の見方・考え方から，動植物の立場での見方・考え方

ができるようになる」と解説している。私は飼育活動から，生命と関わり続ける充実感をもたせることで，

動植物の立場での見方・考え方ができ，愛情をもって生き物と関わる子どもを育てたいと考える。生き物

への愛情とは，「しっかり生き物の世話をして大切に大きくしたい」「自然にいる生き物もみんな命をもっ

ているのだから，大切にしたい」「生き物も幸せに生活してほしい」という思いである。

　愛情をもって生き物と関わるようになるためには，「生き物と仲良くしたい」「生き物が喜ぶことをして

あげたい」という思いをもちながら関わり続けることが重要であると考える。そのために本研究では，子

どもたらが生き物と一対一の関係で，生き物との会話を想像しながら関わり続けられるようにする。また，

友達同士の交流を基に，思いや気付いたことの伝え合いを大切にしながら研究を進めていきたい。

１　基本的な考え

　　目指す子どもに迫るために，次の点を指導の重点とし，それが有効であるか授業実践を通して明らか

　にする。

重点①：生き物への愛情が生まれるように，一人一匹ずつザリガニを飼育する。短期間ではなく，長期

　　　間にわたって一対一の関係で飼育活動を続ける。

重点②：「自分はこうしたい」「生き物はこう思うだろうな」という生き物への思いが生まれるように，

　　　生き物を擬人化して，会話を想像しながら継続的に関わるようにする。

重点③：自分の思いが深まったり，ザリガニとの関わり方が広がったりするように，友達と思いを伝え

　　　合ったり，気付いたことを情報交換したりする。



２　重点について

　（1）重点①　一人一匹ずつザリガニを飼育

　　　生き物への愛情は，「生き物と仲良くしたい」「生き物が喜ぶことをしてあげたい」という思いをもっ

　　て関わり続けることが重要である。責任をもって世話を続け，思いが生まれやすくするために，飼育活

　　動は一対一の関係で行うことが望ましいと考える。また，ザリガニとの出会わせ方を工夫することによ

　　って，子どもが思いをもって飼育活動に取り掛かることができるようにする。

　　　中でも，ザリガニは，子どもの学習対象として様々な利点がある。ザリガニの学習対象としての利点

　　を以下に挙げる。

（2）重点②　擬人化

　　子どもがザリガニに思いをもちながら関わり，愛情を感じることができるようにするために，ザリガ

　ニを擬人化して，ザリガニの気持ちを考えて世話をしたり，遊んだりすることができるようにする。擬

　人化することにより，ザリガニの立場で考えたり，ザリガニになりきったりして，思いをもって関わる

ことができると考える。そのために，「なかよし日記」や「な

りきり作文」で思いを表現し，記録していく。

O　「なかよし日記」

　　世話の内容やザリガニの様子で気付いたことを記録し，そ

　れを基に気持ちを想像して，会話を絵と吹き出しのせりふで

　表現しながら,ザリガニとの関わりを継続的に記録していく。

　そうすることで，ザリガニに対する思いが高まったり，ザリ

　ガニの立場で気持ちを考えて関わり方を工夫したりするよう

　になる。
。　「なりきり作文」 【｢なかよし日記｣の記入例】

　ザリガニとの関わりを振り返り，自分かザリガニになりきって，自分にあてて手

紙を書く。そうすることで，自分のザリガニに対する世話や関わり方をザリガニの

立場で振り返ることができる。また，ザリガニの気持ちになって，ザリガニが喜ぶ

こと，嫌がることを考えることができる。

(3)重点③　思いの伝え合い。気付きの情報交換　　　　　　　　　　　　　　　【｢なりきり作文｣の形式】

　　子どもの思いや気付きが広がり，さらなる活動と思いが生まれるように子どもの思いや気付きを紹

　介したり発表会を行ったりして，思いや気付きを伝え合いながら活動できるようにする。そのために

　「ザリガニ指人形」で表現活動を行ったり，活動の終盤に話し合いを行ったりする。

O　「ザリガニ指人形」

　　世話をしながら想像したザリガニとの会話を，ザリガニの指人形を用いて表現

　し，学級で伝え合うことで，意欲的に思いを表現することができ，友達の思いに

　ふれながら，さらに思いをもってザリガニと関わることができるようになる。

O　「飼う」か「帰す」かの話し合い

　活動の終盤に育ててきた自分のザリガニを，「飼い続ける」か「自然に帰す」かを考える。それぞ

れの場合についてのメリット・デメリットを考えながら，学級で思いを伝え合うことで，ザリガニに

とっての幸せを様々な視点で考えることができるようにする。
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・　適切な方法で飼育をすれば，年間を通して関わり続けることができる。（継続性）

・　飼育環境が工夫しやすく，子どもの思いが生まれやすい。（水・砂・隠れ場所。エサ。温度など）

・　動きや反応が分かりやすい。（生き物と関わり合っていることを実感しやすい）

・　成長の変化を具体的に理解しやすく，気付きが生まれやすい。（脱皮，ハサミの形の変化など）



３　本研究の基本的な学習の流れ

４　長期研修から

　。「なかよし日記」の形式を複数（エサの種類やザリガニの大きさを記録，想像した会話のかわりに

　　思ったことや感じたことを表現）用意し，子どもが日によって選択できるようにした。

　・　擬人化の方法として「なりきり作文」を教わり，活動の振り返りに活用した。

Ⅲ子どもの実態

調査の対象　　名占屋市立榎小学校　第２学年　32人

調査の方法　　質問紙法（平成23年６月１日　実施）

調査の結果

【質問：生きものと　あそぶことは　すきですか】

　（それは　どうしてですか）　※「とてもすき」以外の理由

　　・　あまり遊んだことがないから　　　。人間と遊んだ方が楽しいから

　　●　怖いから　　　　　　　　　　　　　●　気持ち悪いから

４　考察

　　生き物と進んで遊ぼうとしない子どもは，生き物と遊んだ経験が少なく，ふれ合う楽しさを味わった

　ことがない。そこで，思いをもって生き物と関わり続けながら，生き物とふれ合う楽しさを味わえるよ

　うにする。また，生き物に恐怖心や嫌悪感をもっている子どももいる。友達と交流しながら楽しく飼育

　を続け，恐怖心や嫌悪感をなくせるようにする。
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IV･授業実践

単元　「生きもの　大すき」（20時間完了十常時活動:6～11月）

目標　身近な場所にいる生き物を探して飼育し，生き物の育つ場所，成長の様子，生命をもっている

　　ことなどに気付き，生き物への親しみをもち，大切にすることができるようにする。

３　単元の活動の流れと指導の重点
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５　重点①「一人一匹ずつザリガニを飼育」について

　（1）実践の様子

　　ア　ザリガニとの出会いの様子

　　　　３年生から「ザリガニは，触って一緒に遊ぶことができるよ」

　　　「世話もそんなに難しくないよ」ということを教えてもらった。

　　　２年生の子どもたちはザリガニを目にして，「かわいい！」「ほし

　　　い！」と声をあげ，自分もザリガニを育てたいと言っていた。

イ　ザリガニを探しに行＜様子

　　子どもだらけ，「自分たちも，３年生と同じように，ザリガニをとってこよう」と，ザリガニがいる

　場所を探したが，学区にはザリガニがいそうな場所はどこにもなかった。そこで，ザリガニを捕まえ

　られそうな場所をいろいろ探し見付けたのが，名古屋市の隣のあま市にある水田の用水路だった。

　　作った釣り道具やエサ，虫かご，たもを手に，電車に乗ってザリガニを探しに出掛けた。初めはな

　かなかザリガニを捕まえることができなかったが,アドバイスをし合いながら捕まえることができた。

ウ　ー対一の関係でザリガニと関わりながら

　　全員ザリガニを捕まえることができたので，一人一匹ずつザリガニを育て始めた。エサは，ニボシ

　やスルメをあげたり，自分があげたいものを用意したりしていた。また，隠れ場所を作ったり，石や

　砂を敷いたりしていた。

　　子どもだらけ，ザリガニとの会話を想像したり，友達と交流したりしながら，世話を続けることが

　できた。世話が終わった後は，ザリガニを虫かごの外に出したり，手の上に乗せたりして，一緒に遊

　んでいた。
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②考察

　　　生き物に抵抗感があった子も，「ザリガニを育てたい」という思いをもつことができたのは，世話の方

　　法を教わったり，小さなザリガニと一緒に遊ぶ様子を見せてもらったりしたことで，「自分にも育てら

　　れそう」「小さくてかわいい」「一緒に遊びたい」という思いをもつことができたからであると考える。

　　　そして，「ザリガニを育てたい」という思いが高まったのは，苦労してザリガニを探し，一人一匹ずつ

　　手に入れたことで，「苦労して手に入れた自分だけのザリガニ」という思いをもつことができたからで

　　あると考える。

　　　子どもたちが責任をもってザリガニの世話をしたり，ふれ合いを楽しんだりすることができたのは，

　　　「かわいい」「大きくなってほしい」「元気でいてほしい」などの思いをもって，ザリガニと一対一の関

　　係で関わり続けたからであると考える。

６　重点②「擬人化」について

　（1）実践の様子

　　ア　「なかよし日記」をまとめる様子

　　　　　「なかよし日記」に，ザリガニの世話の記録として，世話をしたこと，ザリガニの様子，気付いた

　　　ことなどをまとめていった。そして，それを基にザリガニの気持ちを想像して，会話を絵と吹き出し

　　　のせりふで表現した。初めは一言ずつのせりふが多かったが，段々とキャッチボールのように会話を

　　　表現する記述が増えていった。

　　　　　「なかよし日記」は，飼育活動を通して継続的に記述し，つづっていき，最終的には4.ページ以上

　　　の本になった。

　　イ　「なりきり作文」を書く様子

　　　　子どもたちは，ザリガニになりきって自分あてに手紙を書いた。今まで世話をし続けたことへの感

　　　謝や，今後どのように世話をしてほしいかという期待などを書いていた。また，これからも仲良くし

　　　ていきたいという思いや，出会った時の思いを表現する子どももいた。

　　　　数日後，「ザリガニから手紙がきたよ」と言って，「なりきり作文」を書いた本人に渡した。そして，

　　　今度はザリガニにあてて返事を書いた。
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　ザリガニヘの思いを高めたり，ザリガニとの関わり方を考えたりすることができたのは，生き物を擬人化

し気持ちを想像して，会話を絵と吹き出しのせりふで表現したからであると考える。

　また，自分の世話をザリガニの立場で振り返ったり，今後どんなことに気を付けて関わっていくとよいか

を考えたりすることができたのは，「なりきり作文」でザリガニになりきって自分に手紙を書いたからである

と考える。
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フ　重点③「思いの伝え合い一気付きの情報交換」について

　（1）実践の様子

　　ア　想像したザリガニとの会話を「ザリガニ指人形」で表現する様子

　　「なかよし日記」で想像したザリガニとの会話を，「ザリガ

ニ指人形」を使ってみんなの前で発表し合った。

児「エサおいしい？」 　ザ「うん，おいしいよ」

　児「隠れ家，気に入った？」ザ「うん，気に入ったよ」

というように，エサやりをしたことや，隠れ場所を作ったこ

とで，ザリガニが喜んでいると想像したり，ザリガニが望む

ことを想像したりして,考えた会話を発表することができた。

また，友達の発表を聞き，自分の活動に取り入れる様子も見られた。

イ　ザリガニの今後について話し合い，考える様子

　　自分が飼っているザリガニを，そのまま飼い続けた方がよいのか，自然に帰した方がよいのかを話

　し合った。「飼い続ける」場合と「元いたところに帰す」場合のよい点と問題点について話し合った。

　それとともに，「自分の思い」と「ザリガニの立場での意見」の両方の視点でザリガニの今後について

　考えた。子どもだらけ，「虫かごだと，部屋が狭くて，かわいそうだよ」「自然に帰すと，エサがとれ

　ないかもしれないから，心配だよ」など，自分の思いやザリガニの立場での意見を次々に発表してい

　った。

　　話し合いを基によ一人一人が自分のザリガニをどうするか考えて，「なかよし日記」の会話の形式や

　ザリガニにあてた手紙の形式で思いを表現した。飼い続けたいと思う子も自然に帰したいと思う子も，

　　「自分がしっかり世話をして，飼い続けたい」「絶対に離れたくないから，飼い続けたい」「狭いとこ

　ろはかわいそうだから，帰してあげたい」などと，ザリガニに対する思いを表現することができた。
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（2）考察

　ザリガニに対して思いをもって関わったり，実際に声をかけながらふれ合ったりすることができたの

は，「ザリガニ指人形」を使って表現活動を行うことで，ザリガニと関わる様子や関わりから生まれた

思いを伝え合うことができたからであると考える。それは，A児の発表がB児の活動につながった様子

からもうかがえる。

　自分のザリガニの今後について強い思いをもつことができたのは，そのまま飼い続けるか自然に帰す

かを学級で話し合い，それぞれの場合についてのメリット・デメリットを考えながら自分の思いを伝え

合うことで，様々な視点でザリガニの今後を考えることができたからであると考える。それは，B児や

C児が，他の友達の思いを参考にして自分の思いを深めていく様子からもうかがえる。

V研究のまとめ

　実践後にも，実践前と同様に【生きものと　あそぶことは　すきですか】というアンケートを行った。

子どもたちは，生き物への抵抗感や嫌悪感をなくし，楽しく関わることができるようになってきた。「あ

まりすきでない」という子の理由は「ザリガニを触れないから」だったが，ザリガニを育てることは「と

てもすき」と答えた。

　A児は，ずっと育ててきたザリガニが12月に死んでしまい，声を上げて大泣きしていた。泣きながら

お墓を作り，お別れをした。その後も，お墓に行ってお参りする姿が見られた。B児は，ザリガニを自然

に帰したいと思ったが，まだ外は寒いので今帰すのはかわいそうだと思い，温かくなるまでは育てること

にした。C児は，毎日放課になるとザリガニの様子を見に行き，「今日も元気だったよ」と嬉しそうに話

し掛けてくる。このように，子どもたちは生き物への愛情をもった姿を多く見せてくれる。

　ザリガユと一対一の関係で，会話をしながら思いをもってザリガニと関わり続けることで，ザリガニヘ

の愛情が生まれていったと考える。

　今後も，ザリガニだけでなく様々な生き物を育てたり，ふれ合ったりすることで，生き物への愛情をさ

らに深めることができるように研究を進めていきたい。

参考・引用文献等　下平伸子「平成22年度横浜市立大岡小学校公開授業研究会資料」（2011）
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